
地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業

事 業 名 地区名 渡島東部
お し ま と う ぶ

農地整備事業

関係市町村 北海道北斗市、亀田郡七飯町 事業主体 北海道
ほ く と し かめだぐんななえちよう

事業目的 本地区は、水稲を主体としてだいこんやにんじん、ねぎ等の野菜のほか、カーネ

ーション等の花卉を組み合わせた営農を展開しており、気候的な要因から端境期に

出荷できる野菜と日本でも有数のカーネーションの産地として確立した地域であ

る。

これまでに地区内では用排水路や暗渠排水等の整備が行われてきたものの、老朽

化や不等沈下等による機能低下が著しく、用水不足や排水不良が生じている。加え

て、一部の担い手の間では大規模経営を展開しているものの、現況が28a程度の小

区画であるため労働生産性が低く効率的な営農の妨げとなっている。

このため、本事業により国営農業用水再編対策事業と一体的に管水路による用水

路の整備を行うととも、ほ場の大区画化、暗渠排水や排水路の整備による排水改良

を行い、優良農地を確保して担い手への農地集積の加速化を図り、本地域の農業競

争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

172ha 99戸 1,212百万円 平成25～31年度

主要工事 ・農業用用排水施設整備 14km

・区画整理 66ha

・暗渠排水 10ha

関連事業 国営農業用水再編対策事業 大野平野地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

4,845百万円 3,140百万円 1.54 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：渡島東部地区土地改良事業計画概要書（北海道渡島総合振興局農村振興課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　渡島東部地区



地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業

事 業 名 地区名 東中第１
ひがしなかだい１

農地整備事業

関係市町村 北海道空知郡上富良野町 事業主体 北海道
そらちぐん か み ふ ら の ち よ う

事業目的 本地区は、水稲を主体として小麦や大豆、ばれいしょ、てんさい等を組み合わせ

た土地利用型農業を展開している地域である。

これまでに地区内では用排水路や暗渠排水等の整備が行われてきたものの、老朽

化等による機能低下が著しく、用水不足や排水不良が生じている。加えて、農家の

高齢化や後継者不足などによる農家戸数の減少が急速に進んでいるため、担い手へ

の農地集積を進める上で、ほ場条件の改善や施設管理の省力化が課題となってい

る。

このため、本事業により道営かんがい排水事業と一体的に管水路による用水路の

整備を行うとともに、ほ場の大区画化、暗渠排水や排水路の整備による排水改良、

客土による作土厚の確保を行い、優良農地を確保して担い手への農地集積の加速化

を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

261ha 38戸 2,890百万円 平成25～34年度

主要工事 ・区画整理 261ha

関連事業 －

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

4,485百万円 4,050百万円 1.10 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：東中第１地区土地改良事業計画概要書（北海道上川総合振興局調整課作成）
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農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業（経営体育成型）） 東中第1地区

概　　要　　図



地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業

事 業 名 地区名 端野川向協和
たんのかわむかいきようわ

農地整備事業

関係市町村 北海道北見市 事業主体 北海道
きた み し

事業目的 本地区は、小麦、ばれいしょ、てんさいの畑作３品とたまねぎを中心とした大規

模土地利用型農業を展開している地域である。

地区内の基盤は、担い手の育成・支援に向け、農地や基幹排水など総合的な整備

が行われてきたものの、土壌状況として細粒質で透水性・排水性の悪い箇所が多く

存在し、湿害等による収量の減少や品質の低下、播種や防除・収穫の適期作業に支

障をきたしている。

このため、本事業により、国営直轄明渠排水事業と一体的に排水路、暗渠排水の

整備を行うとともに、客土、区画整理等を総合的に整備することにより、生産性の

高い優良農地を確保し、効率的な畑作農業経営の確立及び農業の生産性の向上を図

り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

554ha 62戸 1,730百万円 平成25～31年度

主要工事 農業用用排水施設整備 0.8km、農道 0.7km、客土 206ha、

暗渠排水 347ha、区画整理 110ha、除礫 １ha

関連事業 国営直轄明渠排水事業 端野地区

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

5,541百万円 1,859百万円 2.98 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：端野川向協和地区土地改良事業計画概要書（北海道オホーツク総合振興局調整課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　端野川向協和地区


